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島
能

能
楽 

経つ
ね
ま
さ政 

十
月
二
十
八
日
（
火
）
午
後
十
七
時
半 

開
演

主
役
に
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
の
シ
テ
方
観
世
流 

川
口
晃
平
氏
、
小
鼓
に
は
人
間
国

宝
の
大
倉
源
次
郎
氏
、
地
頭
に
は
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者 

十
四
世 

林
喜
右
衛
門
氏
を

お
迎
え
し
、
大
崎
上
島
町
の
重
要
文
化
財
で
あ
る
旧
廻
船
問
屋
「
御お
し
た
や

下
屋
」
の
大
望
月
邸

を
舞
台
に
、
能
の
上
演
会
を
い
た
し
ま
す
。

舞
台
装
置
や
背
景
を
使
わ
な
い
能
舞
台
で
は
、
場
が
大
き
な
意
味
を
持
ち
ま
す
。
今
回
の

演
目
は
能
楽
の
代
表
曲
で
あ
る
経つ
ね
ま
さ政

で
す
。
皆
様
に
は
、
修
羅
物
（
演
目
分
類
の
一
つ
で
、

武
将
の
霊
を
主
人
公
（
シ
テ
）
と
し
、
激
し
い
戦
乱
を
題
材
に
し
た
曲
）
で
あ
り
な
が
ら
も
、
雅

な
琵
琶
の
名
手
で
あ
る
経
政
の
風
情
を
、
平
家
ゆ
か
り
の
大
崎
上
島
の
大
望
月
邸
に
て
体

感
い
た
だ
き
ま
す
。

主
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：
一
般
社
団
法
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後
援
：
大
崎
上
島
町
教
育
委
員
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会
場
・
お
問
い
合
わ
せ　
海
と
島
の
歴
史
資
料
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大
望
月
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（
月
曜
休
館
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島
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鑑
賞
料
：
事
前
に
Q 
R
コ
ー
ド
か
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
ボ
ッ
ク
ス
席　
５
０
０
０
円
（
席
を
確
保
い
た
し
ま
す
）

　
　

一
般
席
（
席
は
先
着
順
と
な
り
ま
す
）
大
人 

１
５
０
０
円
／ 

18
歳
ま
で 

５
０
０
円

            

当
日
席
も
あ
り
ま
す
。
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崎
上
島
能　

経
政

　
　
　
　

十
月
二
十
八
日
（
火
）
午
後
十
七
時
半
よ
り
開
演

林喜右衛門
シテ方観世流能楽師
重要無形文化財保持者

大倉源次郎
囃子方大倉流能楽師
人間国宝

川口晃平
シテ方観世流能楽師
重要無形文化財保持者
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小
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地
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衛
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地
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浩
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千
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笠
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経
政　
あ
ら
す
じ

 

仁
和
寺
の
僧
侶 

行
慶
が
、
経
政
が

愛
用
し
た
琵
琶
「
青
山
」
を
仏
前
に

供
え
、
供
養
を
行
い
ま
す
。

 

す
る
と
経
政
の
霊
が
姿
を
現
し
、

生
前
の
風
流
な
日
々
を
懐
か
し
ん
で

琵
琶
を
奏
で
、
優
雅
に
舞
い
ま
す
。

 

や
が
て
経
政
は
、
戦
で
修
羅
道
に

堕
ち
た
身
の
苦
し
み
を
思
い
出
し
、

そ
の
無
惨
な
姿
を
露
わ
に
し
ま
す
。

そ
し
て
、自
ら
の
無
惨
な
姿
を
恥
じ
、

灯
火
を
吹
き
消
し
て
闇
の
中
へ
と
消

え
て
い
く
の
で
し
た
。

 
戦
の
苦
悩
と
、
か
つ
て
の
雅
や
か

な
生
と
の
対
比
が
描
か
れ
た
、
哀
し

く
も
美
し
い
物
語
で
す
。

　　主催者ご挨拶
一般社団法人オーストは、大崎上島町の指定文化財である旧廻船問屋 大望月邸（海と島の歴史資料館）
の指令管理を委託されています。「沈黙の艦隊」の作者、かわぐちかいじ氏のご長男である川口晃平
氏（無形文化財保持者）とご縁があり、2023 年に第一回目の大崎上島能を大望月邸で開催しました。
三回目になる今年も、人間国宝の大倉源次郎氏や無形文化財保持者の林喜右衛門氏、お囃子の演者も
含めて一流の能楽師 10 名が一同に会します。こんな贅沢な舞台は東京でも見ることはできません。
この歴史のある大望月邸で、700 年の伝統ある日本の芸能を、ぜひご堪能ください。

一般社団法人 AUST　代表　長尾ひろみ


